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【全体を通して】
・大問数３問、小問数14問は昨年度と同様だが、選択式の問題が１問増え、短答式の問題が
１問減った。
・昨年度と同じく、学習指導要領の指導事項に即して問題が作成されており、「知識及び技
能」と「思考力、判断力、表現力等」が一体的に出された。
・目的に応じて、複数の資料から必要な情報を取り出して整理し、自分の考えをまとめる力
を問う問題が多く出された。
・学習指導要領に新設された〔知識及び技能〕の（１）「言葉の特徴や使い方に関する事
項」の「カ 文や文章」、(２)「情報の扱い方に関する事項」の「ア 原因と結果など情
報と情報との関係について理解すること。」「イ 情報と情報との関係付けの仕方、図な
どによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。」に関する問題が出題されるの
は初めてである。
・大問２四では、〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」の「考えの形成」に関す
る指導事項が初めて取り上げられた。

小学校 国語

【読み解く力に関連する問題】
○大問１ 学校の田んぼで取り組んだ米作りについての文章を書く場面において、
・原因と結果など情報と情報との関係について理解しているかどうか。
・図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する
ことができるかどうか。

・文章の種類とその特徴について理解しているかどうか。
○大問２ 健康に過ごすために、複数の文章を選んで読み、自分ができそうなことを考えてまとめる
場面において、
・目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができるかどうか。
・目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるかどう
か。

・情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが
できるかどうか。

・文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるかどうか。
○大問３ 登下校でお世話になった見守りボランティアにインタビューする場面において、
・必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えるこ
とができるかどうか。

・目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめること
ができるかどうか。

【指導改善のポイント】
☆育成を目指す資質・能力を明確にし、それを身に付けるのに適した言語活動を設定する。
・目的意識を明確にし、児童が主体的に取り組むことのできる言語活動を設定する。
・複数の資料から、目的に応じて必要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成した
りする学習活動を取り入れる。

・文章を読んで理解したことについて、既有の知識や理解した内容と結び付けて自分の考
えをまとめる指導を行う。

☆文章の種類や特徴について理解できるように指導する。
・紹介、提案、推薦、案内、解説、物語といった文章の種類と特徴について、国語科で理
解できるよう指導することに加え、他教科で取り扱う際にも意識して指導を行う。

☆目的に応じた情報の扱い方に関する事項を身に付けることができるよう指導する。
・目的に応じて、複数の語句を丸や四角で囲んだり、語句と語句を線でつないだりするな
ど、図示することによって情報を整理する活動を取り入れる。

・図示などにより語句と語句との関係を表すことを通して、考えをより明確にしたり、
思考をまとめたりできることを実感するように指導する。
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○調査問題の一覧 小学校国語

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関

す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と 書
く
こ
と

読
む
こ
と

一
５・６
ア

○ ○

二
５・６
エ

○ ○

三
（１）
ア

５・６
エ

○ ○

三
（１）
ウ

５・６
エ

○ ○

三
（２）
イ

５・６
ウ

○ ○

四
５・６
カ

○ ○

一
３・４
ウ

○ ○

二
５・６
ウ

○ ○

三
５・６
イ

○ ○

四
５・６
オ

○ ○

一
（１）

３・４
エ

○ ○

一
（２）

３・４
エ

○ ○

二
５・６
エ

○ ○

三
５・６
キ

○ ○

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめる
ことができるかどうかをみる

評価の観点
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度

知識及び技能 思考力，判断力,表現力等

相田さんが【資料３】の情報をどのように整
理しているかについて説明したものとして適
切なものを選択する

情報と情報との関係付けの仕
方、図などによる語句と語句と
の関係の表し方を理解し使うこ
とができるかどうかをみる

敬語の使い方をまとめた【谷さんのノートの
一部】の空欄に入る内容として適切なもの
を選択する

日常よく使われる敬語を理解し
ているかどうかをみる

【インタビューの様子】の傍線部ア（～という
ことだと思いますが、合っていますか。）のよ
うに質問をした理由として適切なものを選択
する

【インタビューの様子】の傍線部イ（～という
のは、どのような姿ですか。）のように質問
をした理由として適切なものを選択する

【川村さんの文章】の特徴の説明として適切
なものを選択する

文章の種類とその特徴について
理解しているかどうかをみる

問
題
番
号

問題の概要 出題の意図

学習指導要領の内容

寺田さんと山本さんが、どのような思いでボ
ランティアを続けているのかについて、分
かったことをまとめて書く

目的や意図に応じ、話の内容を
捉え、話し手の考えと比較しな
がら、自分の考えをまとめること
ができるかどうかをみる

【資料１】と【資料２】に書かれている内容と
して適切なものを選択する

目的を意識して、中心となる語
や文を見付けて要約することが
できるかどうかをみる

【相田さんのメモ】の空欄に当てはまる内容
として適切なものを選択する

目的に応じて、文章と図表など
を結び付けるなどして必要な情
報を見付けることができるかどう
かをみる

資料を読み、運動と食事の両方について分
かったことをもとに、自分ができそうなことを
まとめて書く

学年別漢字配当表に示されて
いる漢字を文の中で正しく使うこ
とができるかどうかをみる

送り仮名に注意して、漢字を文
の中で正しく使うことができるか
どうかをみる

必要なことを質問しながら聞き、
話し手が伝えたいことや自分が
聞きたいことの中心を捉えること
ができるかどうかをみる

米作りのときに記録していた【カード②】と
【カード③】の下線部の関係として適切なも
のを選択する

原因と結果など情報と情報との
関係について理解しているかど
うかをみる

【川村さんの文章】の空欄に学校の米作り
の問題点と解決方法を書く

図表やグラフなどを用いて、自
分の考えが伝わるように書き表
し方を工夫することができるかど
うかをみる

【川村さんの文章】の下線部アを、漢字を
使って書き直す（いがい）

【川村さんの文章】の下線部ウを、漢字を
使って書き直す（きかん）

【川村さんの文章】の下線部イを、送り仮名
に気を付けて書き直したものとして適切なも
のを選択する（くらべて）
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正
答
例

・
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
っ
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
、
縄
跳
び
を
続
け
て
持
久
力

を
高
め
た
り
、
苦
手
な
野
菜
も
食
べ
た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

分
か
っ
た
こ
と
を
基
に
、健
康
に
過
ご
す
た
め
に
運
動
と
食
事
の
両

方
か
ら
、こ
れ
か
ら
自
分
が
で
き
そ
う
な
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
よ
。

情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を
理解して使うことができる。

③
再
構
築
す
る
。

・
複
数
の
資
料
を
選
ん
で
読
み
、
分
か
っ
た
こ
と
を
基

に
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
で
き
そ
う
な
こ
と
を
書
く
。

運
動
に
関
係
が
あ
り
そ
う
な
言
葉
を
囲
も
う
。栄
養
素
に
よ
っ
て

働
き
が
違
う
の
か
。運
動
と
栄
養
素
の
働
き
も
関
係
が
あ
り
そ
う
だ

か
ら
、線
で
結
ぼ
う
。

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、運
動
を
続
け
る
こ
と
が
効
果
的
だ
け

ど
、元
気
に
運
動
す
る
た
め
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
も
大
切

な
ん
だ
な
。

二
つ
の
資
料
を
読
ん
で
、
運
動
す
る
と
持
久
力
や
筋
力
を
高

め
る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。持
久
力
を
高
め
る
運
動
に

は
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
縄
跳
び
が
あ
る
。縄
跳
び
な
ら
ぼ
く
に
も

で
き
そ
う
だ
な
！

・
情
報
と
情
報
と
の
関
係
付
け
の
仕
方
、
図
な
ど
に
よ
る
語
句
と
語

句
と
の
関
係
の
表
し
方
を
理
解
し
使
う
こ
と
。

（
〔
情
報
の
扱
い
に
関
す
る
事
項
〕

第
五
学
年
及

び
第
六
学
年

イ

情
報
の
整
理
）

・
文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

（
〔
Ｃ
読
む
こ
と
〕
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年

オ

考
え
の
形
成
）

私
は
、食
事
の
面
か
ら
考
え
て
い
る
よ
。食
事
に
つ
い
て
書
か
れ
た

資
料
の
中
に
運
動
の
こ
と
も
出
て
き
た
よ
。こ
の
【
資
料
３
】
も

読
ん
で
み
る
？

食
事
と
運
動
に
は
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
な
？
読
ん
で
調
べ
て

み
る
よ
。あ
り
が
と
う
。

私
は
、睡
眠
が
健
康
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
調
べ
て
い

る
よ
。睡
眠
は
身
体
の
成
長
に
も
大
切
だ
と
本
に
書
い
て
あ
っ
た

よ
。ぼ

く
は
、運
動
面
か
ら
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
ん
だ
け
ど
、

ま
だ
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
ん
だ
。

②
情
報
を
分
析
・
整
理
を
す
る
。

友
達
と
考
え
を
交
流
し
、
自
分
の
考
え
を
広

げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
。

(２)
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文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができる。

○
学
習
の
目
的
を
理
解
し
、
見
通
し
を
も
つ
。

【言
語
活
動
】

「健
康
に
過
ご
す
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
」
を
ま
と
め
よ
う
。

㈠
単
元
の
目
標
を
理
解
し
、
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。

㈡
目
的
を
も
ち
、
複
数
の
本
や
資
料
で
調
べ
る
。

㈢
複
数
の
本
や
資
料
か
ら
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
取
捨

選
択
し
た
り
、
関
係
付
け
て
整
理
し
た
り
す
る
。

㈣
友
達
と
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
考
え
を
広
げ
た
り
、

深
め
た
り
す
る
。

㈤
読
ん
で
分
か
っ
た
こ
と
を
基
に
こ
れ
か
ら
自
分
が
で
き
そ
う
な

こ
と
を
考
え
て
書
く
。

目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
見
付
け
た
り
、
情
報
を
関
係
付
け
て
整
理
し
た
り
し
て
、
文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

出
題
の
趣
旨

２

複
数
の
本
や
資
料
を
読
み
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
（運
動
と
食
事
）

四

相
田
さ
ん
は
、【
資
料
１
】
、【
資
料
２
】
、【
資
料
３
】
を
読
み
、
運
動
と
食
事
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
で
き
そ
う
な
こ
と
を
考
え
て

ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
す
か
。
そ
の
内
容
を
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【学
習
の
流
れ
】

ぼ
く
は
、運
動
が
好
き
だ
か
ら
、運
動
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
な
。

運
動
に
関
す
る
本
や
資
料
を
探
し
て
み
よ
う
。

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、何
が
で
き
る
か
な
。

そ
う
い
え
ば
保
健
の
授
業
で
、健
康
に
は
、睡
眠
・食
事
・運
動
が

大
切
だ
と
習
っ
た
ね
。

公
民
館
や
、近
所
の
病
院
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
る
の
を

見
た
こ
と
が
あ
る
よ
。

学
校
図
書
館
に
行
っ
て
探
し
て
み
よ
う
。学
校
司
書
の
先
生
に
相

談
し
て
も
い
い
ね
。

①
情
報
を
取
り
出
す
。

②
情
報
を
分
析
・
整
理
を
す
る
。

【
資
料
１
】
【
資
料
２
】
読
ん
で
、
運
動
の
効

果
と
種
類
に
つ
い
て
メ
モ
に
整
理
す
る
。

１人１台端末を用いることで、目的に応

じた資料を蓄積することができる。また、

目的に応じて重要な言葉や図に線を引いた

り囲んだりすることで、情報を関係付けな

がら整理ができる。

(１)
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【全体を通して】

・昨年度の問題と比較すると、大問数と小問数は同数であった。選択式の問題数は１問減り、短答式

の問題数は１問増えた。記述式の問題数は同数であった。

・１の位が０の２位数同士の乗法の計算や２位数÷１位数の筆算をする手順とその意味理解、２つの

数量が比例するかどうか判断する問題など知識・技能を見る問題が９問出題された。

・ファイルを教室の棚に並べる場面について、計算の仕方を考え、表現し判断する力が問われた。

・１週間に運動をした日数と人数や運動が好きかどうかについて調べた結果を表やグラフに表し、そ

こから、その特徴を見いだし、考察する力が問われた。

小学校 算数

【読み解く力に関連する問題】
○大問３ 日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（分配法則）にお

いて、

・（ ）を用いた式や、加法と乗法の混合した式を場面と関連付けて読み取ることができ

るかどうかをみる。

・数量の関係に着目して問題場面を解釈し、小数の加法や乗法を用いて、求め方と答えや式

を言葉を用いて記述し、その結果から条件に当てはまるかどうかについて、判断できるか

をみる。

〇大問４ 目的に応じてデータの特徴や傾向を読み取ったり捉え

たりすること（運動調べ）において、

・示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、

見いだした違いを言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆日常生活の場面を解釈し、数量の求め方を式に表すことを通して、問題の解決に式

を用いることができるようにする。

（大問３より）

□ 問題場面から、数量を取り出し、絵や図に表す活動を通して、数量の関係を捉える場

面を設定することが大切である。

□ 式の意味を読みとることができるように、（ ）を用いた式や加法と乗法が混合し

た式を問題場面と関連付けて考える場面を充実させることが大切である。

☆棒グラフから、項目間の関係や集団のもつ全体的な特徴などを読み取ることができ

るようにする。

（大問４より）

□ ２つのグラフを比べて違いを見いだすために、２つの棒グラフそれぞれから、最大値

や最小値、集団のもつ全体的な特徴などを読み取る活動が考えられる。その際、各項

目の数量を比べ、棒の長さの違いに着目し、表現できるようにすることが大切である。
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○調査問題の一覧 小学校算数

（１）
４(１)
ア(ア） 〇 〇

（２）
５(１)
イ(ア） 〇 ○

（３）

５(１)
イ(ア）
５(２)
イ(ア）

〇 〇

（４）
３(３)
ア(ア) 〇 〇

（１）
４(１)
ア(イ) ○ 〇

（２）

２(１)
ア(イ)
４(１)
ア(ア)

○ ○

（３）

３(１)
ア(ア)
５(１)
ア(イ)

○ 〇

（４）
５(３)
イ(ア) ○ ○

（１）
４(６)
イ(ア) 〇 〇

（２）

３(５)
ア(イ)
４(４)
ア(エ)
イ(ア)

〇 〇

（３）

４(６)
ア(ア)
４(７)
ア(ア)

○ 〇

（４）

３(４)
イ(ア)
４(３)
ア(ア)

　

○ 〇

（１）
５(３)
ア(イ) 〇 〇

（２）
４(２)
ア(イ)

３(１)
ア(ア) 〇 ○

（３）
　　

３(１)
ア(イ)
イ(ア)

〇 〇

（４）
４(１)
ア(ア) 〇 〇

2⃣

(151+49)×３と151×３＋49×３を計算した
り、分配法則を用いたりして答えを求める

加法と乗法の混合した整数の計算をし
たり、分配法則を用いたりすることができ
る

3⃣

切って開いた三角形を正三角形にするため
に、テープを切るときのⒶの角の大きさを書
く

正三角形の意味や性質について理解し
ている

テープを直線に切ってできた二つの三角形
の面積の大小について分かることを選び、
選んだわけを書く

高さが等しい三角形について、底辺と面
積の関係を基に面積の大小を判断し、
その理由を言葉や数を用いて記述でき
る

（　）を用いた式や、加法と乗法の混同し
た式を場面と関連付けて読み取ることが
できる

３種類のファイル23人分を全部並べた長さ
の求め方と答えを記述し、全部のファイルを
棚に入れることができるかどうかを判断す
る

示された日常生活の場面を解釈し、小
数の加法や乗法を用いて、求め方と答
えを式や言葉を用いて記述し、その結果
から条件に当てはまるかどうかを判断で
きる

66÷３の筆算の仕方を説明した図を基に、
筆算の商の十の位に当たる式を選ぶ

(２位数)÷(１位数)の筆算について、図を
基に、各段階の商の意味を考えることが
できる

運動カードから、運動した時間の合計が30
分以上である日数を求める

「以上」の意味を理解し、示された表から
必要な数を読み取ることができる

二つのグラフから、30分以上の運動をした
日数が「１日」と答えた人数に着目して、分
かることを書く

示された棒グラフと、複数の棒グラフを
組み合わせたグラフを読み、見いだした
違いを言葉と数を用いて記述できる

示された基準量と比較量から、割合が30%
になるものを選ぶ

百分率で表された割合について理解し
ている

椅子の数が２倍になっても、高さは２倍に
なっていないことについて、表の数を使って
書く

伴って変わる二つの数量の関係が、比
例の関係ではないことを説明するため
に、表の中の適切な数の組を用いること
ができる

椅子４脚の重さが７ｋｇであることを基に、48
脚の重さの求め方と答えを書く

伴って変わる二つの数量が比例の関係
であることを用いて、知りたい数量の大
きさの求め方と答えを式や言葉を用いて
記述できる

テープを２本の直線で切ってできた四角形
の名前と、その四角形の特徴を選ぶ

台形の意味や性質について理解してい
る

評価の観点

A
　
数
と
計
算

B
　
図
　
　
形

C
　
測
　
　
定

D
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

問題形式

選
　
択
　
式

短
　
答
　
式

記
　
述
　
式

C
　
変
化
と
関
係

問
題
番
号

問題の概要
出題の趣旨

学習指導要領の領域

５脚の椅子を重ねたときの高さを求める
伴って変わる二つの数量について、表か
ら変化の特徴を読み取り、表の中の知り
たい数を求めることができる

全部の椅子の数を求めるために、50×40を
計算する

一の位が０の二つの２位数について、情
報の計算をすることができる

テープを折ったり切ったりしてできた四角形
の名前を書く

正方形の意味や性質について理解して
いる

二次元の表から、読み取ったことの根拠と
なる数の組み合わせを選ぶ

二次元の表から、条件に合う数を読み
取ることができる

1⃣

２種類の辞典を全部並べた長さを求める二
つの式について、それぞれどのようなことを
表しているのかを選ぶ

4⃣
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日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること

（分配法則）

３

出題の
趣旨

●数量の関係に着目して問題場面を解釈し数学的に表現・処理したり、計算に関して成り立つ
性質を基に計算の仕方を考えたりすることができるかどうかをみる。

３ （２）

・ファイルの厚さや
棚のはば、人数等
の数量を調べる。

①必要な情報を
確かに取り出す

示された日常生活の場面を解釈し、小数の加法や乗法を用いて、求め方と答えを
式や言葉を用いて記述し、その結果から条件に当てはまるかどうかについて、判
断することができる。

②情報を比較し、
関連付けて整理する

・３種類のファイル全部並べた長さを
求める式を考え、合計を求める。
・A、B、Cの求め方を比較検討し、そ
れぞれの求め方について理解する。

・場面に応じて、どのような考え
で式を立てていくとよいかが分
かる。

③自分なりに解決し、
知識を再構築する

学級みんなのファイ
ルを教室の後ろの棚
に全部並べて入れる
ことができるかな？

正答

（２）
【求め方】（例）
・A １人分のファイルの長さを求め、その２３人分

の長さを求めると、（１．４＋１．６＋２）×２３＝１１５
で、１１５cmです。

・B ３種類のファイルごとに２３人分の長さを求め、

それらの合計を求めると、１．４×２３＋１．６×２３
＋２×２３＝１１５で、１１５ cmです。

・C ２種類のファイルの厚さを合計し、その２３人分

の長さと、残りの１種類のファイル２３人分の長さ
の合計を求めると、（１．４＋１．６）×２３＋２×２３
＝１１５で、１１５ cmです。

【答え】 １１５ cm
【番号】 １

いろいろな式の立て方や考え方が分かったよ。
ほかにどういう場合だと同じように考えられるか
調べると面白そうだね。

Aの求め方の（ ）

の中の１．４＋１．６＋２
は何を表しているのか
な？
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目的に応じてデータの特徴や傾向を読み取ったり捉えたりすること

(運動調べ）

４

出題の
趣旨

●日常生活の問題を解決するために、目的に応じて、表やグラフを読み取り、データの特徴や傾向を
捉え考察できるかどうかをみる。

示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見いだした違いを

言葉と数を用いて記述できる。

６年生のグラフと５、６
年生のグラフを比較す
ると、特徴が似ている
ところと違うところがあ
りそうだね。

正答例

（３）
６年生のグラフでは、「１日」の人数が２番目に多く、
５年生と６年生を合わせたグラフでは、「１日」の人
数が１番目に多いです。

日常生活の事象を数理的に捉え、
問題を見いだすこと

４ （３）

・６年生だけのグラフと
５、６年生合わせたグ
ラフを読み取る。

①必要な情報を
確かに取り出す

②情報を比較し、関連
付けて整理する

・他の学年のデータを見ると傾
向が変わるかどうかを考える。

③自分なりに解決し、
知識を再構築する

・日数に着目して、２つの
グラフの違うところをまと
める。

問題解決に
向けて、問
題を焦点化
すること

焦点化した
問題を数学
的に解釈し、
数学的な表
現を用いて
筋道立てて
説明すること

解決過程や結果を振
り返り、意味づけたり、
活用したりすること

さらに、このこ
とから調べた
いと思うこと
を考えてみよ
う！

６年生は、
５、６年生
と同じよう
な傾向な
のかな？

２つのグラフを比
べるにはどこに着
目して調べるとよ
いでしょうか。
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【全体を通して】
・大問数は過去４年と同じである。小問数は昨年度と比較すると、短答式の問題が１問減り、
選択式の問題が１問、記述式の問題が１問増えた。
・学校図書館等を利用して様々な資料から情報を得て活用するなど、国語科で育成を目指す
資質・能力をより高める重要な活動の一つである「読書」が題材として扱われた。
・記述式の問題において、他者との対話や複数の資料、文章から必要な情報を取り出し、共
通点や相違点等を踏まえて、自分の考えをまとめる力が問われた。例年と同様、字数制限
は設けられていない。
・〔知識及び技能〕に関して、語句の意味や漢字の書き取りについては大問の中の小問とし
て一体的に問われ、「伝統的な言語文化」については、大問として出題された。古典を用
いた出題は平成30年度以来５年ぶりであり、音読に必要な文語のきまりや現代語訳を手掛
かりとして言葉の意味を捉える問題が出題された。

中学校 国語

【読み解く力に関連する問題】
〇大問１ 総合的な学習の時間において、「社会で働く上で大切なことを考える」について
考えるために、インタビューをする場面において、
・聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の考えをまとめることができるかどうかをみる。
〇大問２ 本の読み方について考えるために、読書に関する二つの文章を読む場面において、
・観点を明確にして文章を比較するなどし、論理の展開や表現の効果について考えることが
できるかどうかをみる。
・文章を読んで理解したことなどを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたり
することができるかどうかをみる。
〇大問３ 興味をもったことについて調べたり考えたりしたことをレポートにまとめて書く
場面において、
・具体と抽象など情報と情報との関係について理解しているかどうかをみる。
〇大問４ 授業で読んだ「竹取物語」と学校図書館で見つけた現代の
作家が解釈を加えて現代語で書いた「竹取物語」とを読み比べる場
面において、

・文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考える
ことができるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆単元でねらいとする資質・能力を効果的に育成する言語活動の設定
・生徒が主体的に学習に取り組み、単元を通して目的意識をもち続けられるよう、生徒一
人ひとりの興味・関心やキャリア形成の方向性等に応じて学習課題を設定する。

・学習の系統性を重視し、生徒がこれまでの学びをつなげたり、他教科等の学習を国語科
の学習に活用したりすることができる指導計画を立てる。

・〔知識及び技能〕に関する指導事項を〔思考力・判断力・表現力等〕と関連付けて指導
し、生徒が実際に使う機会を設けることで学習内容の定着を図る言語活動を設ける。

☆多様な学習の進め方ができる環境づくり
・生徒自身が、学習課題を決定し、学習計画を立て、学習方法を選択して主体的に学習を
進めることができる環境を整える。

・学校図書館やＩＣＴ等の活用、他者との対話により、自分の考えを振り返り、再度自分
の考えを形成したり、新しい考えを生み出したりする学習を展開する。
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○調査問題の一覧 中学校国語

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関

す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と 書
く
こ
と

読
む
こ
と

一
1
ァ

〇 〇

二
１
ァ

〇 〇

三
１
エ

〇 〇

四
１
エ

〇 〇

一
１
ゥ

〇 〇

二
２
エ

〇 〇

三 １
ァ

〇 〇

四 ２
エ

２
オ

〇 〇 〇

一
１
エ

〇 〇

二
２
ゥ

〇 〇

三
２
ァ

〇 〇

四
１
ゥ

〇 〇

一
１
ァ

〇 〇

二
２
イ

〇 〇

三
１
エ

〇 〇

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
す（いひける）

自分の考えが伝わる文章にな
るように、根拠を明確にして書
くことができるかどうかをみる

自分がこれからどのように本を読んで
いきたいかについて、読んだ文章を参
考にして、知識や経験に触れながら書く

文章を読んで理解したことなど
を知識や経験と結び付け、自
分の考えを広げたり深めたりす
ることができるかどうかをみる

二つの文章に共通する表現の効果を
説明したものとして適切なものを選択す
る

それぞれの文章で述べられている「読
書の楽しみ」として適切なものを選択す
る

文章の中心的な部分と付加的
な部分について叙述を基に捉
え、要旨を把握することができ
るかどうかをみる

レポートの下書きの一部について、文
の一部を直す意図として適切なもの選
択する

相手の話を受けて発した質問につい
て、述べ方の工夫とその意図を説明し
たものとして適切なものを選択する

話の内容を捉え、知りたい情報
に合わせて効果的に質問する
ことができるかどうかをみる

インタビューのまとめとしてどのようなこ
とを述べるのか、自分の考えを書く

聞き取ったことを基に、目的に
沿って自分の考えをまとめるこ
とができるかどうかをみる

インタビューの前に準備したメモについ
て説明したものとして適切なものを選択
する

目的や場面に応じて質問する
内容を検討することができるか
どうかをみる

インターネットの記事を読んで気付いた
点として適切なものを選択する

意見と根拠など情報と情報と
の関係について理解している
かどうかをみる

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度

学習指導要領の内容 評価の観点

知識及び技能 思考力，判断力,表現力等

古典の原文と現代語の文章と
を対応させて内容を捉えること
ができるかどうかをみる

事象や行為、心情を表す語句
について理解しているかどうか
をみる

観点を明確にして文章を比較
し、表現の効果について考える
ことができるかどうかをみる

「落胆する」の意味として適切なものを
選択する

漢字を書く（おし量って）

現代語で書かれた「竹取物語」のど
こがどのように工夫されているかに
ついて、古典と比較して書く

文章の構成や展開、表現の
効果について、根拠を明確
にして考えることができるか
どうかをみる

読み手の立場に立って、叙述
の仕方などを確かめて、文章を
整えることができるかどうかを
みる

原文の中の語句に対応する言葉を現
代語で書かれた文章から抜き出す（い
と）

具体と抽象など情報と情報と
の関係について理解している
かどうかをみる

文脈に即して漢字を正しく書く
ことができるかどうかをみる

「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを
付けた部分に具体例として示す「判じ
絵」を選択し、その解読の仕方を書く

歴史的仮名遣いを現代仮名遣
いに直して読むことができるか
どうかをみる

「『判じ絵』とは何か」と見出しを付けた
部分について、内容のまとまりで文章
が二つに分かれる箇所を選択し、後半
のまとまりに付ける見出しを書く
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１人１台端末を用いることで、文章の着目した部分や、自分の考えを記入した
シート等を共有したり、ペアやグループで話し合った際の考えを整理したりと、
交流を活性化することができる。

③
再
構
築
す
る
。

・
文
章
に
対
す
る
他
者
の
考
え
や
、
経
験
や
知
識
を
踏
ま
え
て
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

一
人
の
作
家
の
全
集
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
む
こ
と
で
、そ
の
作
家
の
性
格

や
個
性
を
知
る
と
い
う
読
書
の
楽
し
み
方
も
興
味
深
い
ね
。

私
は
ま
だ
経
験
が
な
い
け
れ
ど
、ほ
ん
の
わ
ず
か
な
言
葉
か
ら
も
そ
の
作

家
の
人
間
全
部
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
読
ん
で
、「
文
は
人
な
り
」

を
実
感
し
て
み
た
い
な
。

「
同
じ
川
に
は
二
度
は
入
れ
な
い
」
っ
て
、本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

あ
る
本
を
、少
し
時
間
が
経
っ
て
か
ら
再
読
を
し
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、

同
じ
本
な
の
に
、以
前
と
は
感
じ
方
が
違
っ
た
ん
だ
。一
回
目
に
は
読
み
落
と

し
て
い
た
箇
所
や
あ
ま
り
強
い
印
象
を
残
さ
な
か
っ
た
箇
所
が
、二
回
目
に

は
、は
っ
き
り
と
見
え
て
き
た
ん
だ
よ
ね
。

【
Ａ
】
も
【
Ｂ
】
も
主
張
に
関
わ
る
言
葉
を
引
用
す
る
こ
と
で
、伝
え
た
い

こ
と
を
印
象
付
け
て
い
る
ね
。

文
章
の
中
で
着
目
し
た
部
分
を
抜
き
出
し
て
、み
ん
な
の
考
え
と
自

分
の
経
験
や
知
識
を
基
に
、「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
本
の
読
み
方
」
に
つ

い
て
ま
と
め
よ
う
。

・
ァ

【
Ｂ
】
あ
る
作
家
の
全
集
を
読
む
の
は
非
常
に
い
い
こ
と
だ
。

イ

私
は
好
き
な
作
家
が
い
る
が
、
そ
の
作
家
の
全
集
を
読
ん
で
み
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
好
き
な
作

家
の
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
読
ん
で
、
い
ず
れ
は
全
集
に
も
挑
戦
し
、
作
品
の
面
白
さ
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
作
家
の
個
性
を
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

・
ァ

両
方

自
分
は
前
に
読
ん
だ
時
と
は
違
っ
て
い
る
／
文
は
人
な
り

イ

好
き
な
作
家
の
本
を
再
読
す
る
こ
と
が
時
々
あ
り
、
同
じ
作
品
で
も
、
印
象
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
今
後
は
、
作
家
の
性
格
や
個
性
を
探
り
な
が
ら
読
ん
で
、
新
し
い
発
見
が
で
き
た
ら

よ
い
と
思
う
。

・
ァ

【
Ａ
】
同
じ
本
で
も
い
つ
も
読
む
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

イ

私
は
、
今
ま
で
再
読
を
し
た
経
験
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
「
新
し
い
発
見
」
を
体
験
し
て
み
た
い

の
で
、
以
前
に
読
ん
だ
本
を
も
う
一
度
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

正
答
例

私
は
好
き
な
作
家
の
本
は
と
き
ど
き
再
読
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、そ
の
作

家
の
性
格
や
個
性
を
探
り
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、読
書
そ
の
も
の

が
も
っ
と
楽
し
く
な
り
そ
う
だ
と
思
っ
た
よ
。

ど
ち
ら
の
文
章
か
ら
も
、こ
れ
か
ら
の
自
分
の
本
の
読
み
方
を
考
え
る
う

え
で
ヒ
ン
ト
が
も
ら
え
た
気
が
す
る
よ
。学
校
図
書
館
等
を
利
用
し
て
、

様
々
な
本
に
触
れ
、読
書
活
動
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
ね
。

【
Ａ
】
岸
見
一
郎
『
本
を
ど
う
読
む
か
』
よ
り

・本
を
再
読
す
る
時
に
は
、前
に
読
ん
で
い
た
時
と
違
っ
て
、同
じ
本
で
も

違
っ
た
読
み
方
が
で
き
る
。

・同
じ
本
で
も
い
つ
も
読
む
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
。

・ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
へ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
言
葉

「
同
じ
川
に
は
二
度
入
れ
な
い
」

・本
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
も
、自
分
は
前
に
読
ん
だ
時
と
は
違
っ

て
い
る
。

・前
に
読
ん
だ
時
に
は
読
み
落
と
し
て
い
た
り
、強
い
印
象
を
残
さ
な
か
っ

た
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。

・今
の
自
分
が
前
に
読
ん
だ
時
と
は
違
う
と
感
じ
ら
れ
る
の
も
読
書
の
楽

し
み
の
一
つ
。

【
Ｂ
】
小
林
秀
雄
『
読
書
に
つ
い
て
』
よ
り

・あ
る
作
家
の
全
集
を
読
む
こ
と
は
非
常
に
い
い
こ
と
だ
。

・読
書
の
楽
し
み
の
源
泉
に
は
い
つ
も
「
文
は
人
な
り
」と
い
う
言
葉

が
あ
る
。

・選
ん
だ
作
家
の
全
集
を
、日
記
や
書
簡
の
類
に
至
る
ま
で
、隅
か
ら
隅

ま
で
読
ん
で
み
る
。

・そ
の
作
家
の
性
格
や
個
性
は
、奥
の
方
の
深
い
と
こ
ろ
に
手
探
り
で
捜

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
。

・ほ
ん
の
片
言
隻
句
に
も
、そ
の
作
家
の
人
間
全
部
が
感
じ
ら
れ
る
。

・文
は
眼
の
前
に
あ
り
、人
は
奥
の
方
に
い
る
。

本
の
読
み
方
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
多
様
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
。学
校
図
書
館
等
を
活
用
し
て
、読
書
に
つ
い
て
書
か

れ
た
本
や
資
料
を
も
っ
と
読
み
比
べ
、自
分
の
考
え
を
広
げ
た

り
深
め
た
り
で
き
る
と
よ
い
な
。
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文章を読んで理解したことなどを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりする

ことができる。

２

説
明
的
な
文
章
を
読
む
（本
の
読
み
方
）

目
的
に
応
じ
て
複
数
の
文
章
を
読
む
場
面
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

・
事
象
や
行
為
、
心
情
を
表
す
語
句
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

・
観
点
を
明
確
に
し
て
文
章
を
比
較
し
、
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

・
文
章
の
中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
捉
え
、
要
旨
を
把
握
す
る
こ
と

・
文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
な
ど
を
知
識
や
経
験
と
結
び
付
け
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と

出
題
の
趣
旨

・
文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
な
ど
を
知
識
や
経
験

と
結
び
付
け
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り

す
る
こ
と
。

（
〔
Ｃ
読
む
こ
と
〕
第
二
学
年

オ

考
え
の
形
成
、

共
有
）

・
本
や
文
章
な
ど
に
は
、
様
々
な
立
場
や
考
え
方
が
書

か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た

り
深
め
た
り
す
る
読
書
に
生
か
す
こ
と
。

（
〔
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
〕
第
二
学

年

エ

読
書
）

中
山
さ
ん
は
、本
の
読
み
方
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
【
Ａ
】
と
【
Ｂ
】
の
文
章
を
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

２

○
学
習
の
目
的
を
理
解
し
、
見
通
し
を
も
つ
。

【言
語
活
動
】

読
書
に
関
す
る
文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
な
ど
を
経
験
や
知
識
と
結
び
付
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
本
の
読
み
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

【学
習
の
流
れ
】
①
読
書
に
関
す
る
二
つ
の
文
章
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
理
解
し
た
り
、
表
現
の
効
果
を
捉
え
た
り
す
る
。

②
二
つ
の
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
、
交
流
す
る
。

③
「こ
れ
か
ら
の
自
分
の
本
の
読
み
方
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

本
の
読
み
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
単
元
の
目
標
だ
ね
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、読
書
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
を
読
ん
で
、

理
解
し
た
こ
と
な
ど
と
、自
分
の
経
験
や
知
識
と
を
結
び
付
け
て
、

「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
本
の
読
み
方
」
に
つ
い
て
ま
と
め
る
学
習
に

取
り
組
む
ん
だ
ね
。

「
本
の
読
み
方
」
と
い
う
観
点
で
、読
書
に
つ
い
て
様
々
な
立
場
や

考
え
方
か
ら
書
か
れ
て
い
る
本
や
文
章
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
参

考
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

①
二
つ
の
文
章
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
必
要
な
情
報
を
取

り
出
す
。

・
文
章
の
中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
に
つ
い
て
叙

述
を
基
に
捉
え
、
要
旨
を
把
握
す
る
。

②
情
報
を
分
析
・
整
理
を
す
る
。

・
観
点
を
明
確
に
し
て
文
章
を
比
較
し
、
表
現
の
効
果
に

つ
い
て
考
え
る
。

・
他
者
の
考
え
と
比
較
し
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深

め
た
り
す
る
。
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【全体を通して】
・昨年度と比較すると、小問数は１問増えた。短答式の問題が１問増えた。選択式・記述式
の問題は同数であった。

・大問１から５では、数と整式の乗法の計算をする問題や空間における平面が同一直線上に
ない３点で決定されることを理解しているかを問う問題など、基本的な知識・技能に関す
る問題が出題された。

・累積度数の意味を理解しているかをみる問題や複数の集団のデータの分布の傾向を比較し
て捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるかをみる問題など、学
習指導要領の改訂で移行された内容や新たに指導する内容に関する問題が出題された。

・イチョウの黄葉日について、複数のデータの分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数
学的な表現を用いて説明する問題や２つの直線が平行になることを三角形の合同をもとに
証明した上で、条件を変えた場合に２つの直線が平行にならないを理由を、証明を振り返
ることで明らかにする問題など、事象を数学的に解釈し、数学的に説明したり、表現した
りする力が問われた。

中学校 数学

【読み解く力に関連する問題】
〇大問６ はじめの数にいろいろな整数を入れて計算した結果について考察する場面

（整数の計算）において、
・「はじめの数にかける数が２、たす数が４ならば、計算結果がいつでも４の倍数になる」
という予想が成り立つかどうかをみる。

・成り立たないことから、はじめの数にかける数とたす数がいくつならば、計算結果がいつ
でも４の倍数になるか、問題解決の過程や結果を振り返って考えることができるかどうか
をみる。

○大問９ 平行線や角の性質を基に、図形を考察する場面
（合同な２つの三角形と平行線）において、

・二等辺三角形でない合同な２つの三角形の場合には、∠EAF＝∠AEB
とならないため、BC∥AFとならないことを説明できるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆数学的活動の楽しさを実感できる（数や図形に親しむ）授業・単元を計画する。
・事象を理想化したり抽象化したりして、事象に潜む法則を見つけたり、操作、実験など
によって数や図形の性質を見いだし、見いだした性質を発展させたりする活動などの機
会を設ける。その過程で様々な工夫、驚き、感動や考えることの楽しさを味わえるよう
にする。

（大問６より）
□ 成り立つ事柄を生徒自ら見いだすことができるように、具体的な数で計算する場面を設
定する。

□ 見いだした事柄について確かめ、事柄が成り立つ理由を検討する機会を設ける。
□ 一旦解決された問題やその解決過程を振り返り、問題の条件や仮定を見直したり、共通
する性質を見いだしたりして、統合的・発展的に考察する場面を設定する。

（大問９より）
□ 証明を読み、結論を導くために欠かせない条件や性質を捉える場面を設定する。
□ 条件を変えると成り立たない理由を検討し、説明する等の活動を設ける。
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○調査問題の一覧 中学校数学

1⃣
１(1)
ア
(ア)

○ 〇

2⃣
2(１)
ア
(ア)

○ ○

3⃣
１(2)
ア
(ア)

○ ○

4⃣
１(1)
ア
(イ)

○ 〇

5⃣
1(1)
ア
(ア)

○ 〇

(1)
１(１)
ア
(ウ)

○ ○

(2)
2(１)
イ
(イ)

〇 〇

(3)
2(１)
イ
(イ)

○ ○

(1)
２(１)
ア
(ア)

〇 〇

(2)
2(１)
イ
(ア)

〇 〇

(1)
２(1)
ア(ア)
イ(ア)

○ ○

(2)
２(1)
ア
(イ)

〇 〇

(3)
２(1)
イ
(イ)

○ ○

(1)
2(1)
イ
(ア)

〇 〇

(2)
２(2)
ア(イ)
イ(ア)

〇 〇

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

-５、０、３、４.７、９の中から自然数を全て選ぶ 自然数の意味を理解している

数
と
式

図
形

関
数

デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

評価の観点

　　　　　　　　　を計算する
数と整式の乗法の計算をすることができ
る

空間における平面が１つに決まる場合につい
て、正しい記述を選ぶ

空間における平面が同一直線上にない３
点で決定されることを理解している

ｙがｘに反比例し、比例定数が３のとき、ｘの値
とそれに対応するｙの値について、正しい記述
を選ぶ

反比例の意味を理解している

女子５０ｍ自由形の記録の、最小の階級から
２９.００秒以上３０.００秒未満の階級までの累
積度数を求める

累積度数の意味を理解している

6⃣

はじめの数が１１のとき、はじめの数にかける
数が２、たす数が３のときの計算結果を求め
る

問題場面における考察の対象を明確に
捉えることができる

はじめの数にかける数がいくつ、たす数がいく
つであれば、計算結果はいつでも４の倍数に
なるかを説明する

結論が成り立つための前提を、問題解決
の過程や結果を振り返って考え、成り立
つ事柄を見いだし、説明することができる

はじめの数にかける数が２、たす数が６なら
ば、計算結果はいつでも３の倍数になること
の説明を完成する

目的に応じて式を変形したり、その意味を
読み取ったりして、事柄が成り立つ理由
を説明することができる

7⃣

１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める 四分位範囲の意味を理解している

「２００６年～２０２０年の黄葉日は、１９９１年
～２００５年の黄葉日より遅くなっている傾向
にある」と主張することができる理由を、箱ひ
げ図の箱に着目して説明する

複数の集団のデータの分布の傾向を比
較して捉え、判断の理由を数学的な表現
を用いて説明することができる

9⃣

晴天大学が駅前を通過した時間と新緑大学
が駅前を通過した時間の差について、グラフ
のどの２点のｘ座標の差として表れるかを書く

与えられた表やグラフから、必要な情報
を適切に読み取ることができる

グラフや式を用いて、新緑大学の選手が晴天
大学の選手に追いつくのが、６区のスタート地
点からおよそ何ｍの地点になるかを求める方
法を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法
を数学的に説明することができる

8⃣
二人の選手のグラフが直線で表されているこ
との前提となっている事柄を選ぶ

事象を理想化・単純化することで表された
直線のグラフを、事象に即して解釈するこ
とができる

２つの直線BCと直線AEが平行であることを、
三角形の合同を基にして、同位角又は錯角
が等しいことを示すことで証明する

ある事柄が成り立つことを構想に基づい
て証明することができる

二等辺三角形でない２つの合同な三角形のと
きに平行線がかけないことについて、二等辺
三角形のときの証明の中から成り立たなくな
る式を書く

条件を変えた場合に事柄が成り立たなく
なった理由を、証明を振り返って読み取る
ことができる

１２(
ｘ
４+

ｙ
６)
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６ （２）（３）

①必要な情報を確かに取り出す

結論が成り立つための前提を、問題解決の過程や結果を振り返って考え、
成り立つ事柄を見いだし、説明することができる。

（２） ３（ｎ＋２）
ｎ＋２は整数だから，３（ｎ＋２）は３の倍数である。
したがって、はじめにかける数が２、たす数が６な
らば、計算結果はいつでも３の倍数である。

（３） はじめの数にかける数が３、たす数が４ならば、
計算結果はいつでも４の倍数になる。

４の倍数になることを説明するには、
4×(整数)の形に表す必要があるね。

・予想した事柄が成り立つこと
を確かめ、そのうえで条件を
変えたときに、予想したこと
が成り立つことを説明する。

・はじめの数にいろいろな
整数を入れて計算したとき
に、３の倍数になることを
予想する。

構想を立てて説明し、問題解決の過程や結果を振り返って考えること（整数の計算）６

出題の
趣旨

● 事象を数学的に考察する場面で、次のことができるかどうかをみる。

（２）筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明する。
（３）問題解決の過程や結果を振り返り、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明する。

正答例

②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

・さらに条件を変えると予想した事柄
が成り立たないことから、その事柄
の結論は変えずに成り立つ事柄にす
るための前提を、②の説明を振り返
り、事柄の特徴を説明する。
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９ （２）

①必要な情報を確かに取り出す

条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなった理由を、証明を振り返って読み
取ることができる。

（２） Ⅰ ③ Ⅱ ④

平行線の性質は、２直線が１つの直線に
交わるとき、２直線が平行ならば、“同位角
は等しい”と“錯角は等しい”だったね。

・△ABCと△AEFが合同な二等
辺三角形のとき、 BC∥AF
であることを証明する。

・BC∥AFであるためには、
錯角にあたる ∠EAFと
∠AEBの大きさが等しい
必要があることがわかる。

平行線や角の性質を基に、図形を考察すること（合同な２つ三角形と平行線）９

出題の
趣旨

● 図形の性質を考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

（２）問題解決の過程や結果を振り返り評価・改善する。

正答

②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

・△ABCと△AEFが二等辺三角形で

はない合同な２つの三角形のとき、
BC∥AFとならないことを、②で証明
したことを振り返り説明する。

２つの直線に１つの直線が交わ
るとき、２つの直線が平行線にな
るための条件は何でしたか。

二等辺三角形でない三角形の場合、２つの直線が
平行にならない理由を、二等辺三角形のときに平行
であることを証明したことを参考にして説明しましょう。

成り立たないことを説明するときは、成り
立つことを参考にするとよいことがわかり
ました。でも、反例とはどこがちがうのかな。
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【全体を通して】
・大問数１０問は平成３１年度と同じである。小問数は１７問であり、前回より４問減った。
記述式問題の数は前回と比べて１問減り、短答式問題（語彙や短い文で答える問題）につ
いても２問減った。

・授業において、1人１台端末を効果的に活用し、英語でやり取りしている場面を設定した
問題が複数出題された。メール文を読んだり書いたりする問題や、ウェブサイトに公開す
る学校紹介文を英語で書く問題が出題された。

・「聞くこと」においては、話された英文にあう絵や文を選択する問題、説明や意見を聞い
て、概要を捉える問題が出題された。

・「読むこと」においては、英文を読んで適するグラフやポスターを選択する問題、意見文
を読んで概要を捉えたり、その内容について自分の意見を書いたりする問題が出題された。

・「書くこと」においては、正確な英文を書くことができるかをみる短答式問題が出題され
た。また、学校紹介をまとまりのある英文で書く問題が出題された。

中学校 英語 「聞くこと」「読むこと」「書くこと」

【読み解く力に関連する問題】
○大問８ ロボットについて書かれた意見文を読み、書き手の意見に対する自分の考えを書

く場面において、
・社会的な話題について、短い文章の要点を捉えて、それに対する自分の考えとその理由
を書くことができるかどうかをみる。

〇大問10 英語版ウェブサイトに公開する学校紹介文を書く場面において、
・日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、
まとまりのある文章を書くことができるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆社会的な話題について、短い文章の要点を捉え、それに対する自分の考えとその理
由を書くことができる指導の工夫
・読む前に、文章の全体像を捉えようとする意欲が向上するよう工夫する。
□教師と生徒によるやり取りから、読む目的を共有する。内容について、タイトルや挿

絵等から推測したり想像したりする等、生徒が主体的に読めるよう工夫する。

・読んでいる内容について、生徒が理解できているかを把握するための発問をする。
□理解の深まりに応じて、フィードバック（キーワードの共有、内容に基づく発問等）
を行う。

□内容の理解が進んでいる場合、生徒が自分の思いや考えをもてるような発問をする。
□生徒は、キーワードや発問内容を意識しながら、読み進める。

・発問に対する答えや意見等を英語を使ってペアやグループ、学級全体で共有する。

□生徒が自分の思いや考えをもてるよう、さらに発問を重ねる等、工夫する。

・読んだ内容について、自分の思いや考えを整理して書く。
□マッピングを利用し、思考の整理を行う。思考の整理をした後、内容について、ペア
やグループで説明したり質問したりする。その後、自分の考えを発展させたり深化さ
せたりして、マッピングに情報を追加する。

□マッピングから、内容的につながりのあるものを組み合わせ、伝えたい思いや考え、
情報等、それらの順序を整理する。

□整理したことを英語で書いて、生徒同士で読み合う活動につなげる。
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○調査問題の一覧 中学校英語

(1)
○
※

○ ○

(2)
○
※

○ ○

(3)
○
※

○ ○

2⃣ ア ○ ○

3⃣ ア ○ ○

4⃣ ウ ○ ○

(1) ○※ ○ ○

(2) ○※ ○ ○

6⃣ ア ○ ○

(1) ○※ ○ ○

(2) イ ○ ○

(1) ウ ○ ○

(2) ウ ○ ○

① ア ○ ○

② ア ○ ○

(2) ア ○ ○

🔟 イ ○ ○

※「学習指導要領」における「〇」は、五つの領域別の目標に分類されない「知識及び技能」を示している。

水問題についての話を聞き、話し手の最も伝
えたい内容を選択する

社会的な話題について、短い説明の要点
を捉えることができるかどうかをみる

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度

問題形式

選
択
式

短
答
式
／
口
述
式

記
述
式
／
口
述
式

評価の観点

忘れ物に関する情報を得るために自動音声
案内を聞き、最も適切な番号を選択する

日常的な話題について、目的に応じて英
語を聞き、必要な情報を聞き取ることがで
きるかどうかをみる

バーベキューパーティーについての説明を聞
き、質問の答えとして最も適切なものを選択
する

日常的な話題について、自分の置かれた
状況などから判断して、必要な情報を聞
き取ることができるかどうかをみる

日常的な話題について。自分の置かれた
状況などから判断して、必要な情報を読
み取ることができるかどうかをみる

情報を正確に聞き取ることができるかどう
かをみる

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

1⃣

ある状況を描写する英語を聞き、その内容を
最も適切に表している絵を選択する

道案内の場面における会話を聞き、その内容
を最も適切に表している絵を選択する

買物の場面における会話を聞き、その内容を
最も適切に表している絵を選択する

聞
く
こ
と

読
む
こ
と

話
す
こ
と

［
や
り
取
り

］

話
す
こ
と

［
発
表

］

書
く
こ
と

7⃣

図書館について書かれた英文を読み、文中
の空所に入る適切な語句を選択する

文と文との関係を正確に読み取ることが
できるかどうかをみる

図書館について書かれた英文を読み、その
概要として最も適切なものを選択する

日常的な話題について、短い文章の概要
を捉えることができるかどうかをみる

5⃣

ある状況を描写する英文を読み、その内容を
最も適切に表しているグラフを選択する

情報を正確に読み取ることができるかど
うかをみる

事実や考えが書かれた英文を読み、考えを
表している英文を選択する

「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝
える」という言語の働きを理解し、事実と
考えを区別して読むことができるかどうか
をみる

友達からのメールを読み、相手が示した条件
に合うイベントとして最も適切なものを選択す
る

学校生活（行事や部活動など）の中から紹介
したいものを１つ取り上げ、それを説明するま
とまりのある文章を書く

日常的な話題について、事実や自分の考
えなどを整理し、まとまりのある文章を書
くことができるかどうかをみる

「相手の行動を促す」という言語の働きを
理解し、依頼する表現を正確に書くことが
できるかどうかをみる

疑問詞を用いた一般動詞の２人称単数
過去形の疑問文を正確に書くことができ
るかどうかをみる

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足
している語を補ったりして、会話が成り立つよ
うに英文を完成させる

8⃣

ロボットについて書かれた英文を読み、書き
手の意見に対する自分の考えとその理由を
書く

社会的な話題に関して読んだことについ
て、考えとその理由を書くことができるか
どうかをみる

ロボットについて書かれた英文を読み、書き
手の最も伝えたい内容を選択する

社会的な話題について、短い文章の要点
を捉えることができるかどうかをみる

未来表現（be going to）の肯定文を正確
に書くことができるかどうかをみる

9⃣

メールの英文を依頼する表現に書き換える

(1)

 19 19 19



社会的な話題について、短い文章の要点を捉えて、
それに対する自分の考えとその理由を書くことができる。

①必要な情報を確かに
取り出す

②情報を比較し、
関連付けて整理する

③自分なりに解決し、
知識を再構築する

Selling…?
Guiding…?

読めば
分かるかな？

Yes..??

helpfulだと書か

れていそうなと
ころに下線をし
てみるわ。

What is the robot in 
this picture doing?

Is it selling something?

Talk in pairs!

Tell us your ideas!

○意見文から、書き手が主
張していることを捉える。

○ロボットが人の生活をよく
するかどうかを、日常生活
や自分の経験から想起す
る。

〇自分の意見や主張とその
理由を関連付ける。

〇自分の意見や主張を、 根
拠を示しながら、読み手
に対してわかりやすく書く。

What can robots 
do for us?

Make  a list!

Do you agree with   
Mr.Brown’s opinion?

Why or why not?

(５)書くこと
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことに
ついて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡
単な語句や文を用いて書くことができるようにする。

Does Mr.Brown think 
that robots are 
helpful?

正答 （１） ４
（２） （例）

I agree with you.  If robots do our housework, we  will 
have more time.

They can…
・help with our  
housework.
・drive cars or 
buses.
・be our pets.

私はブラウン先
生の意見に賛
成だな。

目的意識

○読む目的（・何のために読
むのか・読むと何が分か
るのか等）を共有する。
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日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、
まとまりのある文章を書くことができる。

①必要な情報を確かに取り出す ②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

Let’s map our
thoughts!

○学校生活を振り返り、書きたい
内容を想起する。

○読み手を意識しながら、
書きたい内容について整理する。

○文と文の順序や，相互の関連
に注意を払い、全体として一貫
性のある文章を書く。

We have many school
events.

Which is your favorite
one?

Talk in pairs!

(５)書くこと
イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持
ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりの
ある文章を書くことができるようにする。

正答

（例）
Our school has a school festival in October.  In the 
festival, we have a chorus contest and we practice 
hard to win the gold prize. Many people come to 
listen to our songs.

Our school

school festival 
club activities

sports day school trip

field trip

マッピングを
進めていくと、
私は文化祭に
ついて伝えた
いことがたくさ
んあることが
分かった！

Who will read your writing?

Japanese people?
Students overseas?

Where will they find your
writing?

In a book?
On our school website?

学校のホー
ムページに
載せるから、
短く分かりや
すく書いた方
がよいな。

海外の生徒
に 、日本の
文 化 祭 を
知ってもらう
ため、自分が
体験したこと
も書くぞ！

Okinawa 

basketball
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 児童生徒質問紙  

 

○全体を通して 
 
〔項目数〕  小学校：59 項目（昨年度より 10 項目減） 

中学校：72 項目（昨年度より ３項目増） 
 

〔特記事項〕 
・部活動や英語科に関する項目の一部を除いて、小中学校どちらも同じ内容に関する項目であ
った。 

・自己有用感等について尋ねる項目が、昨年度より３項目加えられた。 
・学校図書館・学校図書室や地域の図書館の活用頻度を尋ねる項目が加えられた。 
・中学校では、部活動への参加や活動時間を尋ねる項目が加えられた。 
・算数〔数学〕科についての意識を尋ねる項目が減少し、国語科についての意識を尋ねる項目
が加えられた。 

・理科についての意識を尋ねる項目がなくなり、英語科についての意識を尋ねる項目が、小学
校で５項目、中学校で 14 項目加えられた。家庭学習で ICT 機器の使用を尋ねる項目が含まれ
ている。 

・ICT を含め、学校の授業時間以外の学習状況について尋ねる項目が加えられた。 
 

 

○今年度新たに加えられた項目 

Ｒ５番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

挑戦心，達成感，規範意識，自己有用感等について               

６ 
先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについ
て，分かるまで教えてくれていると思う。*１ 

14 友達関係に満足している。 

15 普段の生活の中で，幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。 

学習習慣や学習環境等について                         

19 
学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（インターネットを通
じて教わっている場合も含みます）。*２ 

21 
昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除
きます）を読んだり，借りたりするために，学校図書館・学校図書室や地域
の図書館（それぞれ電子図書館を含む）にどれくらい行きますか。*１ 

 25 学校の部活動に参加していますか。*１ 

 26 普段（月曜日から金曜日），平均して何日学校の部活動に参加していますか。 

 27 
学校の部活動で，普段（月曜日から金曜日），活動を行った日は，平均して
どれくらいの時間，活動をしますか。*１ 

 28 
学校の部活動で，土曜日や日曜日など学校が休みの日に活動を行った日は，
平均してどれくらいの時間，活動をしますか。 

  *１ 平成 31 年度にも尋ねられた項目  *２ 令和 3 年度にも尋ねられた項目 

 （下線部は変更箇所） 
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38  42 授業で学んだことを，ほかの学習で生かしている。*１ 

地域や社会に関わる活動の状況等について 

27  31 
外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみた
いと思う。*１ 

28  32 
日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと知って
もらいたいと思う。*１ 

教科に関する項目について          

47 
 
 

国語の授業で，言葉には，相手との好ましい関係をつくる働きがあることに
ついて学んでいる。 

48  
国語の授業で，立場や考えの違いを意識して話し合い，自分とは違う意見を
生かして自分の考えをまとめている。 

49  
国語の授業で，書いた文章の感想や意見を学級の友達と伝え合い，自分の文
章のよいところを見付けている。 

50  
国語の授業で，物語を読むときに，登場人物の性格や特徴，物語全体を具体
的にイメージし，どのような表現で描かれているのかに着目している。 

 51 
行書の基礎的な書き方（「点画の連続」や「点画の省略」，「筆順の変化」な
ど）を理解して書いている。 

 52 
国語の授業で，自分の考えを分かりやすく伝えるために，聞き手の立場に立
って効果的な話し方を工夫している。 

 53 
国語の授業で，自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にするた
めに必要な情報を資料から引用して書いている。 

 54 
国語の授業で，文学的な文章を読み，場面の展開や登場人物の心情の変化な
どについて，描写を基にとらえている。 

55 59 英語の勉強は好きだ。*１（中学校のみ）*２ 

56 60 英語の勉強は大切だ。*１（中学校のみ） 

 61 英語の授業の内容はよく分かる。*１ 

 62 英語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ。*１ 

57 63 
将来，積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思
う。*１（中学校のみ） 

58  

これまで，学校の授業以外で，英語を使う機会がありましたか（地域の人や
外国にいる人と英語で話す，英語で手紙や電子メールを書く，英語のテレビ
やホームページを見る，PC・タブレットなどの ICT 機器を利用して他者と
英語で交流する，英会話教室に通うなど）。*２ 

 64 

これまで，学校の授業やそのための学習以外で，日常的に英語を使う機会が
十分にありましたか（地域の人や外国にいる人と英語で話す，英語で手紙や
電子メールを書く，英語のテレビやホームページを見る，オンラインで他者
と英語で交流する，英会話教室に通うなど）。*１*２ 

59 65 
家庭学習の課題（宿題）として，どの程度 PC・タブレットなどの ICT 機器
を使用して，英語の音声を聞いたり英語を話す練習をしたりしていますか。 
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あなたが１，２年生のときに受けた授業について，当てはまるものを１つずつ選んでください。 

 66 
英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動が行わ
れていたと思う。*１ 

 67 
英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動が行わ
れていたと思う。*１ 

 68 
原稿などの準備をすることなく，（即興で）自分の考えや気持ちなどを英語
で伝え合う活動が行われていたと思う。*１ 

 69 
スピーチやプレゼンテーションなど，まとまった内容を英語で発表する活
動が行われていたと思う。*１ 

 70 自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと思う。*１ 

 71 
聞いたり読んだりしたことについて，生徒同士で英語で問答したり意見を
述べ合ったりする活動が行われていたと思う。*１ 

 72 
聞いたり読んだりしたことについて，その内容を英語で書いてまとめたり
自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていたと思う。*１ 

 

 

○令和４年度から文言が変更された項目（※下線部は変更箇所） 

Ｒ５番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

20 
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらい
の時間，読書をしますか（電子書籍の読書も含みます。教科書や参考書，
漫画や雑誌は除きます。）*３ 

26 30 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。*４ 

31  35 
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），1 日当たりどれくらい
の時間，PC・タブレットなどの ICT 機器を，勉強のために使っていますか
（遊びなどの目的に使う時間は除きます）。*５ 

*３ 令和４年度は，「学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの   
時間，読書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く。）」 

*４ 令和４年度は，「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。」 
*５ 令和４年度は，「普段（月曜日から金曜日），1日当たりどれくらいの時間，スマートフォンや  

コンピュータなどの ICT 機器を，勉強のために使っていますか。」 
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 学校質問紙  

 

○全体を通して 
 

〔項目数〕  小学校：81 項目（昨年度より４項目減）  
中学校：89 項目（昨年度より６項目増） 

※小中学校ともに新型コロナウイルス感染症の影響に関する質問項目１項目を 
含む。 

 
〔特記事項〕 

・個に応じた指導方法に関する項目が削除され，主体的・対話的で深い学びの視点からの授業
改善に関する取組状況の項目や ICT を活用した学習状況の項目の中に，一人一人の学びや状
況を尋ねる内容が含まれた。 

・理科の指導方法に関する項目に代わって，英語科の指導方法に関する項目が加えられた。授
業以外で英語に触れるようにしているかを尋ねる内容も加わった。 

・ICT を活用した学習状況や家庭や地域との連携等に関する項目において，教員の業務負担軽
減の効果を尋ねる内容が加えられた。 

・新型コロナウィルス感染症に関する項目が昨年度の３項目から，今年度は１項目に減少した。 
・国語科の指導方法に関する項目において，児童・生徒が身に付ける力を具体的に示し，主体
的・対話的で深い学びの視点での指導をどの程度行ったか尋ねる内容となった。 

 

質問項目の種類 

項目数 新たに 

追加 

あり 
Ｒ5 

小学校 中学校 

○ 学校規模等 ７ ７ 〇 

○ 生徒指導等 ６ ６ 〇 

○ 学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況 12 12 〇 

○ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況  11 11 〇 

○ 総合的な学習の時間，学級活動，特別の教科 道徳の指導方法 ４ ４  

○ 学習評価 １ １ 〇 

○ 国語科の指導方法 ４ ４ 〇 

○ 算数〔数学〕科の指導方法 ３ ３  

○ 英語科の指導方法 ３ 11 〇 

○ ＩＣＴを活用した学習状況 14 14 〇 

○ 特別支援教育 １ １  

○ 小学校教育と中学校教育の連携 ３ ３  

○ 家庭や地域との連携等 ５ ５ 〇 

○ 家庭学習 ３ ３ 〇 

○ 調査結果の活用 ３ ３  

○ 新型コロナウイルス感染症の影響 １ １  

合 計 81 89  
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○今年度新たに加えられた項目 

Ｒ5 番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

学校規模等 

７ 日本語指導が必要な児童［生徒］数は，何人ですか。 

生徒指導等 

８ 熱意をもって勉強している。*１ 

10 礼儀正しい。*１ 

学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況 

21 
言語活動について，国語科を要としつつ，各教科の特質に応じて，学校全体
として取り組んでいる。*２ 

学習評価 

41 
学習評価の方針を児童［生徒］に示した上で，児童［生徒］の学習評価の結
果を，その後の教員の指導改善や児童［生徒］の学習改善に生かすことを心
がけましたか。*２ 

英語科の指導方法  

 56 
英語担当教員と ALT(外国語指導助手)との間で，授業のねらいや活動の意図，
各学級や一人一人の生徒の実態等について共通認識を持ち，協力して授業を
行うことができると思いますか。*１ 

49  
学校として外国語教育の充実に取り組む上で，必要な情報や研修，自己研鑽
の機会等を十分に設けていますか。*２ 

 57 
全国学力・学習状況調査の調査問題や結果を踏まえて，言語活動の充実等の
授業改善や，定期考査問題やパフォーマンステストの改善等の学習評価の改
善に取り組んでいますか。*２ 

50 58 
英語の授業以外にも児童［生徒］が英語に触れる機会（イングリッシュキャ
ンプ，English Day，昼休みの英語での放送等）をどの程度設けていますか。 

51 59 
家庭学習の課題（宿題）として，児童［生徒］に PC・タブレットなどの ICT
機器を使用して，英語の学習をどの程度行わせていますか。 

調査対象である第 3 学年の生徒に対する英語の授業において，前年度までに，次のような指導を
どの程度行いましたか。 

 49 英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点を捉える言語活動 *１ 

 50 英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や要点を捉える言語活動 *１ 

 51 
原稿などの準備をすることなく，（即興で）自分の考えや気持ちなどを英語
で伝え合う言語活動 *１ 

  *１ 平成 31 年度にも尋ねられた項目  *２ 令和 3 年度にも尋ねられた項目 

 （下線部は変更箇所） 
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 52 
スピーチやプレゼンテーションなど，まとまった内容を英語で発表する言語
活動 *１ 

 53 自分の考えや気持ちなどを英語で書く言語活動 *１ 

 54 
聞いたり読んだりしたことについて，生徒同士で英語で問答したり意見を述
べ合ったりする言語活動 *１ 

 55 
聞いたり読んだりしたことについて，その内容を英語で書いてまとめたり自
分の考えを英語で書いたりする言語活動 *１ 

ＩＣＴを活用した学習状況 

あなたの学校では，調査対象である第 6 学年の児童〔第３学年の生徒〕に対して，次のような場面で
児童〔生徒〕一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT 機器をどの程度使用させています
か。 

60 68 児童［生徒］が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面 

64 72 

児童［生徒］一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT 機器につい
て，以下のような用途でどの程度活用していますか。 

（3）外国人児童［生徒］に対する学習活動等の支援 
（4）児童［生徒］の心身の状況の把握 
（5）児童［生徒］に対するオンラインを活用した相談・支援 

65 73 
障害のある児童［生徒］が一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT
機器を活用する際，入出力支援装置等を活用し，障害種・障害の状態や特性
及び心身の発達の段階等に応じた支援を実施しましたか。 

家庭や地域との連携等 

73 81 
（72）（80）の質問にあるような，保護者や地域の人との協働による取組は，
教員の業務負担軽減に効果がありましたか。 

74 82 
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって，学校と地域
や保護者の相互理解は深まりましたか。 

家庭学習 

調査対象である第６学年の児童［第 3 学年の生徒］に対して，前年度までに，次のような取組を
行いましたか。 

75 83 家庭学習の課題の課し方について，校内の教職員で共通理解を図る*１*２ 
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○令和４年度から文言が変更された項目（※下線部は変更箇所） 

Ｒ５番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

16 
ICT を活用した校務の効率化（事務の軽減）の優良事例を十分に取り入れて
いますか。*３ 

17 
ICT を活用した校務の効率化の一環として，クラウドを活用した校務の効率
化（クラウドサービスを活用した保護者への連絡や，アンケートの実施，教
職員等会議のオンライン化等）に取り組んでいますか。*４ 

18 
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について，各教科等の教育目標や
内容の相互関連が分かるように作成している。*１ *５ 

*１ 平成 31 年度にも尋ねられた項目 
*３ 令和 4 年度は「ICT を活用した校務の効率化（事務の軽減）に取り組んでいますか。」 
*４ 令和 4 年度は「ICT を活用した校務の効率化を通じて，次の業務は軽減しましたか。」 

（1）児童生徒の出欠・遅刻に関する事務 
（2）家庭への調査等に関する事務（個別面談等の日程調整や学校評価アンケートなど） 
（3）学校からのお知らせ（学校通信等） 
（4）教職員等会議に関する事務 
（5）教職員の書類作成等その他の事務 

*５ 令和３年度および令和 4 年度は「指導計画の作成に当たっては，各教科等の教育内容を相互の
関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた横断的な視点で，その目標の達成に必要な教育の内容を
組織的に配列していますか。」 

 

 

○「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に関する取組状況についての項目 
 

Ｒ5 番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

調査対象である第６学年の児童〔第３学年の生徒〕は，次の事項にどの程度当てはまりますか。 

26 
児童〔生徒〕は，授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り
組むことができている。 

27 
児童〔生徒〕は，授業において，自らの考えがうまく伝わるよう，資料や文章，
話の組立てなどを工夫して，発言や発表を行うことができている。 

28 
児童〔生徒〕は，学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の考えを相手
にしっかりと伝えることができている。 

29 
児童〔生徒〕は，学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の考えを深め
たり，広げたりすることができている。 

30 
児童〔生徒〕は，学級やグループでの話合いなどの活動で，相手の考えを最後
まで聞くことができている。 

調査対象である第６学年の児童〔第３学年の生徒〕に対する指導に関して，前年度までに，次の 
ことをどの程度行いましたか。 

31 
学習指導において，児童〔生徒〕一人一人に応じて，学習課題や活動を工夫し
ている。*６ 
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32 
学習指導において，児童〔生徒〕が，それぞれのよさを生かしながら，他者と
情報交換して話し合ったり，異なる視点から考えたり，協力し合ったりできる
ように学習課題や活動を工夫している。*６ 

33 
授業において，児童［生徒］自ら学級やグループで課題を設定し，その解決に
向けて話し合い，まとめ，表現するなどの学習活動を取り入れた。 

34 習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をした。 

35 
各教科等で身に付けたことを，様々な課題の解決に生かすことができるような
機会を設けた。 

36 
調査対象である第６学年の児童〔第３学年の生徒〕に対する指導に関して，前
年度に，本やインターネット，図書館資料などを活用した授業を計画的に行い
ましたか。*６ 

*６ 今年度、新しく追加された項目 
 

 

○国語科の指導方法についての項目 
 

Ｒ5 番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

調査対象である第６学年の児童〔第３学年の生徒〕に対する国語の授業において，前年度まで
に，次のような指導をどの程度行いましたか。 

42  
自分と相手との間に好ましい関係を築き，継続させるといった言葉の働きに気付
くことができるような指導  

 42 
行書の基礎的な書き方（「点画の連続」や「点画の省略」，「筆順の変化」な
ど）を理解して書くことができるような指導  

43  
互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，異なる意見を自分の考え
に生かして考えをまとめることができるような指導  

 43 
自分の考えを分かりやすく伝えるために，聞き手の立場に立って効果的な話し方
を工夫することができるような指導  

44  
互いの書いた文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見
付けることができるような指導  

 44 
自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にするために必要な情報を資
料から引用して書くことができるような指導  

45  
登場人物の人物像や物語の全体像を具体的に想像し，表現の効果を考えて読むこ
とができるような指導  

 45 
文学的な文章を読み，場面の展開や登場人物の心情の変化などについて，描写を
基に捉えることができるような指導  
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